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日本の国土の大半は山林で
あり、人工林です。人工林
を維持するため林業を通じ
て国土を豊かに守ってくだ
さる方々がおります。中で
も特に優れた功績を残され
た林業家の方々へ、皇室ご
臨席の下で表彰式が行われ、
ミス日本みどりの大使の上
村が司会役として登場しま
した。これまでのミス日本
は、多くのイベントで司会
を務めることはありました
が、皇室関係のイベントで
ミス日本が司会を務めるこ
とは初めてのことです。 島国日本に住む私達は、その生活に必要な物資の多くを海

外から取り寄せています。その運搬の約99.6%は海運に
よって運ばれているため、日本近海はもちろん、世界の海
の安全を守ることは日本国民にとって死活問題ともいえま
す。海上自衛隊および海上保安庁は、テロや海賊が出現す
る地域において、安全を守る任務を行っており、世界の安
定に大きな貢献をしています。この日、危険な任務をこな
して帰国された隊員たちを労う感謝の集いが開催され、海
運関係機関の代表者、政治家、ミス日本「海の日」稲川も
司会とゲストとして登場しました。稲川は隊員一人ひとり
にお話を聞き、尊敬と感謝をお伝えしておりました。

昭和から平成、令和となり、日本国内には下水道の整備が
とても行き届いた状態になりつつあります。しかし、管は
老朽化してしまい、またまちづくりの在り方も人口減少に
合わせて変化をしています。老朽化対応や省エネ促進、人
口減少に対応するために下水道業界が方向性を打ち出し、
政府や政治に提言を発表する会に、水の天使竹田聖彩が出
席しました。陳情活動に同行し、若者代表として発言の機
会をもらうと「下水道はこんなにも大切で素晴らしいのに
知られていないことがもったいない。若い人に広報すれば
必ず水業界を目指す若者が出てきます」と訴えかけました。

これまでにない抜擢にプレッシャーを感じつつも、
しっかりと台本を叩き込み、かつ表彰者の方々を祝福
する気持ちで役目を果たすことができました。その後
の懇親会では緊張からの開放もあり、得意の弾き語り
で会場を盛り上げておりました。

流山おおたかの森にて自閉症者支援のAOAartによる「言
葉を越えて展」が開催。準ミス日本の東海林杏朱と自閉症
クリエイター、流山市の子どもたちが一体となって作品づ
くりを行いました。AOAartとは、自閉症者をクリエイ
ターとして才能発揮させ、描いた絵が展示会や販売物とし
て社会と繋がることで、社会的に自立する道を拓こうとす
る活動です。ミス日本協会はこの活動に協力して10年目
になります。
今回は「球体」をテーマに作品づくり。上も下もない球体
に東海林やクリエイター達が思い思いに筆を振るっていき
ます。完成した作品は街中にライトアップして展示。その
美しさに、一般の方々が大勢集まって写真を撮っており、
AOAartクリエイター児童の実力が示されました。



木から作られた木炭による炭
火調理は、ガスコンロとは比
べ物にならない味の違いが生
まれます。全国の有名お肉や
野菜を、自慢の国産木炭で焼
き上げる全国燃料協会主催の
BBQイベントが豊洲で開催。
上村は炭火のプロとともに各
卓を巡り、炭の良さをアピー
ル。持ち込んだ国産木材ギ
ターで弾き語りを披露して楽
しい食事を演出しました。

林業を安全に効
率的にする林業
機械の祭典が茨
城県にて開催。
上村は実際に機
械達が木材を
軽々扱う様子を
見学。自らも乗
り込んでその威
力を実感してお
りました。

水の天使の竹田聖彩が、水関連企業のカ
ンツールが開催した企業交流イベントに
登場しました。
上下水道は生活に欠かせません。その水
を運ぶ管がちゃんと機能するのは、維持
管理をする皆様のおかげです。竹田は、
カンツールの皆様や、取引先の水関連企
業の皆様に感謝を伝え、場を大きく和ま
す役割を担いました。水の仕事に就く
方々が集まり、ほっこりする一日でした。

2021みどりの
女神の小林優希
が、小学生を相
手にSDGsの大
切さを教える講
師として登場し
ました。

地震に強い水道管であるダ
クタイル鉄管にまつわるセ
ミナーにて、水の天使竹田
が司会を務めました。この
日のテーマは耐震と災害。
地震などによる被害は、地
震そのものだけでなく、家
具の倒壊や家事、衛生状況
の悪化などさまざまなです。

水辺の安心安全の確保を目指し、パト
ロールやレスキュー、親水活動イベント
などを展開するシーバードJAPANによ
るセミナーが、福岡と札幌で開催。
海の日稲川が司会進行を務めました。
発表では水難救助の新システムや、こど
もの海離れを阻止するため、うまくいっ
たイベント事例などが報告。またミス日
本協会大会委員⾧和田あいによるブラン
ディングの講義が行われました。素敵な
活動や方針を実施したら、メディアや
SNSを利用した情報発信!活動と発信
の両輪を大事にしていきましょう。

素直な子どもたちに、森林が果たす
重要な役割、そして使い捨てではな
い持続可能な社会の大切さを優しく
教えていきました。 医師を目指す上で、いつか避けて通れない災害発生時の

ことを想像し、メモを取る手がとまりませんでした。

皇室行事でもある全国育樹祭が茨城
県にて開催。上村も式典に出席しま
した。木は植えるだけでは豊かには
なりません。肥料や下草刈り、枝打
ちや間伐といったことを経て豊かな
森に成⾧していきます。ご臨席され
た秋篠宮同妃両殿下の前で、茨城の
緑化の歴史が紹介されました。式典
に先立ち、上村は公式動画ナビゲー
ターとして撮影に臨みました。



強靭な建築材として注目を集めるCLTについて、その作
りや特徴をPRするWEB動画の撮影にみどりの大使上村
が臨みました。岡山でCLTを生産する銘建工業の向上や
社屋を見学したり、CLTによる魅力的なデザインの建物
などをレポート。動画は来年春から発信していきます。

全国の林業関係者の間で好評な、上村さや香オリジナル
曲「森で愛ましょう」のPV完成披露の会が都内で行わ
れました。動画は石川県の協力の元、フルタニランバー
社が進める楽器用木材の国産化「ATENOTEプロジェク
ト」が中心となって制作。楽曲PVでありながら、林業
の様子がふんだんに用いられた動画です。一般公開にむ
けて準備中。続報をお待ちくださいませ!

水の天使竹田が、全国上下水道
コンサルタント協会のセミナー
に司会として登場しました。
テーマは下水道汚泥由来の肥料。
日本は資源輸入国ですが、生命
維持に欠かせないリンなどの重
要資源は世界的に取り合いにな
りつつあります。日本は下水道
網を活かして、リンを集める研
究が進んでいます。循環型社会
の実現に下水道が貢献できると
希望が持てるようなお話でした。

水の天使竹田の地元名古屋で開
催されたセミナーの司会役です。
この日はアセットマネジメント
のお話。維持管理の予測や予算
確保、財政による影響をどう受
け止めるかなど、専門家の研究
によって全国の自治体が援用可
能な管理手法だということを学
んでいきます。専門家の研究が
社会に役立つ例を見聞きし、尊
敬の念を強く抱いておりました。

みどりの大使の上村が、山梨県主催のフォーラム司会
として登場しました。森林豊かな山梨県ですが、経済
活動の活性化と、山の手入れを両立していくことが必
要です。受賞後に何度もお世話になった山梨県の取り
組みに、興味津々に耳を傾けておりました。



1日 カンツールフェスタ名古屋/竹田
1-4日 ファイナリスト向け勉強会 第3期
2日 全国森林組合連合会 森林の仕事ガイダンス 出演/上村

かながわトラストみどり財団
令和5年度緑化運動育樹運動コンクール表彰式/上村

4日 ミス日本コンテスト開催告知＆
ファイナリストお披露目記者発表会

中高生のための朝日SDGsジャーナル出張授業/竹田
水道運営管理協会 会員報告回 /竹田

5日 第46回全国育樹祭いばらき公式動画ナレ収録/上村
6日 SDGsWeekEXPO ウッドデザイン賞表彰式 /上村

横須賀法人会取材インタビュー /寺嶋
11日 スポニチフォーラム FOR ALL 2023 /吉岡､竹田
14日 全国緑化推進委員会連絡協議会/上村
15日 ※海老江通水式典※ /竹田
17日 全東京写真連盟 上野羽子板撮影会/寺嶋,東海林
20日 日本ダクタイル鉄管協会セミナーin宇都宮/東海林
20日 静岡県富士市 水熱炭化設備実証運転開始式典/竹田
31日 年末ジャンボ宝くじ 抽選会立会人 /吉岡

1日 下水道促進全国大会＆提言活動 /竹田
2日 大日本山林会 第62回全国林業経営推奨行事 司会/上村

カンツールフェスタ大阪 ゲスト/竹田
2-5日 ファイナリスト向け勉強会 第2期
5日 炭フェスタ2023 司会＆ミニライブ/上村
8,9日 愛媛県宇和島市 小学生森林環境教室 講義/21小林
9日 シーバードJAPANカレッジ2023＠福岡

/講演和田あい 司会稲川
11日 第46回全国育樹祭いばらき 公式動画撮影/上村
12日 第46回全国育樹祭いばらき 出席/上村
13日 2023森林･林業･機械展示実演会 出席/上村
14日 日本ダクタイル鉄管協会 セミナーin神奈川/竹田
15日 やまなし森づくりフォーラム2023 出演/上村
16日シーバードJAPANカレッジ2023＠札幌/和田あい講演

/講演和田あい 司会稲川
17,18日 日本CLT協会 CLT公式動画収録/上村
21日 日本船主協会 海賊対処活動に対する感謝の集い /稲川
22日 上村さや香オリジナル曲「森で愛ましょう」

PVお披露目会/上村
25日 AOAart「言葉を越えて展」クリエイター参加/東海林
29日 令和5年度水コン協関西･九州支部共催技術講座/竹田
30日 日本ダクタイル鉄管協会セミナーin愛知 /竹田

3,10,17,24【WEB】FITNESS LOVE ミス日本便り掲載
【雑誌】週刊現代 「詳説 ミスコン史」11月25日号
【冊子】日本下水道協会｢下水道協会誌｣寄稿/竹田
【冊子】林野庁｢情報誌林野｣寄稿/上村
【冊子】全日本海員組合会報誌「海員」寄稿/稲川
【冊子】IBF国際美容連盟[Linque.] 吉岡撮影記録/吉岡

【週刊現代】 ミス日本の歴史紹介に加えて、ミス日本
復活に奔走した和田静郎を、日本初の総合的痩身法「和
田式フィギュアリング」創始者として紹介。



ミス日本「水の天使」は、水の広報官として業界の期待
を背負い、その期待に応えることが求められる存在です。
そんな水業界をよく知るために、埼玉県荒川水循環セン
ターにて勉強会を行いました。施設を見学し、職員の
方々と交流して水循環の仕組みを学びます。講義では国
土交通省下水道部企画専門官の末久先生が、下水道が取
り組む新しい取り組みや、循環型社会に貢献できる点な
どを紹介。水業界の新しさをアピールしました。

内面の美は、私を構成する要素を知
ること、自分のルーツをたどること
です。日本文化や伝統の他、自分の
両親や祖先、育った土地や学校など、
自らを構成する要素を学びほぐすこ
とで、自らの自信の土台を築きます。

行動の美とは、人生の目的を持ち、そ
れに至るための目標を持つことです。
目的や目標は挑戦して得られる経験と
ともにどんどん変更して良く、周囲を
魅了して協働に導くチカラとなります。
内面と外見の両方が欠かせません。

日々の鍛錬や選択の積み重ねを指し
ます。親から受け継いだ体や資質を
どう活かすのか、食べ物は何を選ぶ
のかなど毎日の選択が外見を作りま
す。繰り返し鍛錬することで技術が
身につき、オーラ形成に繋がります。

プロのメイクアップ講師を輩出するIBF国際美容連盟様。
自己流に陥りがちなメイクアップ技法について、基本か
ら学び直しをしていきます。最初の一歩はメイク道具の
扱い方。道具を大事に扱わなければ、道具も応えてはく
れません。基礎理論の次は、きめ細かい個人指導。ファ
イナリスト一人一人の疑問や悩みに先生が的確にアドバ
イス。講義後には笑顔に溢れた講習会になりました。

ミス日本OG有志によるミス日本運営委員会が、スピーチ
とアピアランスの指導にあたりました。運営委員会は第
一期からメンターとして、会社で働く隙間を縫ってファ
イナリストを見守り、またスピーチ内容についてもオン
ラインでアドバイスを行ってきました。今回は対面にて、
より魅力的に、個性を出していくための指導を心がけて
いきます。一人一人に綿密にお話するため、講義後はOG
側もヘトヘトになるような熱の入れよう。後輩たちの未
来のために、もてる精一杯を提供してくださいました。

多くのサロンに選ばれるプ
ロ用の化粧品、MTコスメ
ティクスの野崎瑠衣先生に
よるスキンケアの講義です。
メイクの技術を上達するの
と同時に、その土台となる
お肌の健康や手入れが肝心
です。

事前アンケートにより一人
ひとりにあった化粧水・ケ
アの方法を教わります。

最後には一人ひとりに化粧アイテムをプレゼント。こち
らも一人ひとりにカスタマイズされたものとあって、
ファイナリストたちは大感激しておりました。



2日
「EXPRESS YOURSELF!Fresh&Clean makeup for 
vivid life 自己表現さわやかな清潔感、生き生きと
した自分を表現するために」

:IBF国際美容連盟本部講師 鎌林泉先生

「生活を支える下水道施設の見学」
:荒川左岸南部下水道施設の皆さま

「世界に誇る日本の水インフラと水の天使への期待」
:国土交通省 下水道部企画官 末久正樹さま

3日
「スキンケアの在り方」

:MTコスメティクス 野崎瑠衣先生

「ミス日本の心構え」:ミス日本運営委員会
16着物織茂璃穏、16みどり飯塚帆南、
17準宮西伽奈、16海杉浦琴乃、17みどり野中葵
19みどり藤本麗華、20水中村真優

4日 自己紹介動画撮影

5日 「コーチングと志とアロマのチカラで
日本人女性としての可能性を拓く
Well-being 体現セミナー」
: 成基総研 新島泰久也先生・上中崇志先生

鹿取広幸先生・小澤珠美先生

全国から集った成基総研の精鋭コーチ陣4名による
Well-being体現セミナーです。丸一日をかけて自分の
夢はなにか?生きる意味はなんなのかに向かい合い続け
る時間です。2週間の事前課題とテキストによる学習を
経て、ファイナリストたちは自己分析を重ねてきました。
そこから、一生をかけて成し遂げたい姿はどんなものか、
その「志」の言葉を構築していきます。

ファイナリスト一人ひとりがその「志」を言語化し、発
表をしていきます。心を込めているつもりでも、相手に
熱意が伝わらない結果にとまどい、繰り返しながら、言
葉に魂を込めていきます。

夢を口にすることはとても勇気がいることです。それを
仲間のファイナリストに受け止めてもらいながら、自ら
が何を為すべき存在かを自分に言い聞かせていきます。
心の動きに気が付き、変化のきっかけを自ら作ったよう
な一日となりました。


